
国　税／ 10月分源泉所得税の納付 11月10日
国　税／ 所得税予定納税額の減額承認申請 

 11月15日
国　税／ 所得税予定納税額第2期分の納付 11月30日
国　税／ 9月決算法人の確定申告（法人税・消費税等）

 11月30日
国　税／ 12月、3月、6月決算法人の消費税等の中間

申告（年3回の場合） 11月30日
国　税／ 3月決算法人の中間申告 11月30日
国　税／ 個人事業者の消費税等の中間申告（年3回

の場合） 11月30日
地方税／ 個人事業税第2期分の納付 

 都道府県の条例で定める日

11 2017（平成29年）

災害に対応する「セーフティネット保証４号」　台風や地震等の自然災害により、売
上減少等の影響を受けている中小事業者の資金繰り支援として、信用保証協会が一般保
証とは別枠で融資額の100％を保証する制度。国から災害地指定等され、一定要件を満た
した場合に適用されます。本年７月の大雨では大仙市や秋田市等が地域指定されました。

ワン
ポイント

◆  11月の税務と労務 11月 （霜月）NOVEMBER
 3日・文化の日　23日・勤労感謝の日

日 月 火 水 木 金 土

※税を考える週間　11月11日～11月17日
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11月号─2

　
企
業
は
、「
ヒ
ト
」「
モ
ノ
」「
カ
ネ
」

「
情
報
」
を
主
と
し
た
各
種
の
経
営

資
源
を
活
用
し
て
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
利
益
を
生
み
出
す
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
活
動
は

様
々
な
リ
ス
ク
の
上
に
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。

　
古
く
か
ら
あ
る
「
ヒ
ト
」「
モ
ノ
」

「
カ
ネ
」
な
ど
に
か
か
わ
る
リ
ス
ク

に
加
え
、Ｉ
Ｔ
の
普
及
に
よ
る
情
報
・

技
術
面
で
の
リ
ス
ク
が
最
近
で
は
発

生
し
て
き
て
お
り
、
サ
イ
バ
ー
テ
ロ

な
ど
今
ま
で
に
な
か
っ
た
リ
ス
ク
対

策
も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
代

に
突
入
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
企
業

を
と
り
ま
く
厳
し
い
経
済
情
勢
が
続

く
中
、
消
費
者
か
ら
は
よ
り
一
層
高

い
水
準
の
リ
ス
ク
対
策
が
求
め
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。
企
業
が
生
き
残
っ
て

い
く
た
め
に
も
、
業
績
を
あ
げ
る
だ

け
で
は
な
く
、
企
業
活
動
に
伴
う
さ

ま
ざ
ま
な
危
険
を
最
小
限
に
抑
え
る

管
理
運
営
方
法
、
す
な
わ
ち
、
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
重
要
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

★
リ
ス
ク
と
は
？

　
リ
ス
ク
と
は
、
単
に
「
危
険
」
と

い
う
現
象
だ
け
で
な
く
、「
損
失
発

生
の
可
能
性
」
あ
る
い
は
「
今
後
起

こ
る
か
も
し
れ
な
い
不
確
実
な
事
象
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

こ
の
リ
ス
ク
は
大
き
く
分
け
て
次
の

二
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

①
純
粋
リ
ス
ク
…
損
失
の
み
を
発
生

さ
せ
る
リ
ス
ク

　
た
と
え
ば
、
災
害
、
地
震
、
水

害
、
自
動
車
事
故
、
労
働
災
害
、

病
気
、
テ
ロ
な
ど
。

②
投
機
的
リ
ス
ク
…
利
益
ま
た
は
損

失
を
発
生
さ
せ
る
リ
ス
ク

　
た
と
え
ば
、
為
替
変
動
、
イ
ン

フ
レ
、
デ
フ
レ
、
法
律
改
正
、
新

商
品
開
発
な
ど
。

★
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
リ

ス
ク
を
組
織
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
、

ハ
ザ
ー
ド
（
危
害
の
発
生
源
・
発
生

原
因
）、
損
失
な
ど
を
回
避
も
し
く

は
、
そ
れ
ら
の
低
減
を
図
る
プ
ロ
セ

ス
を
指
し
ま
す
。
①
リ
ス
ク
の
確
認

↓
②
測
定
↓
③
処
理
技
術
の
選
択
↓

④
実
施
↓
⑤
統
制
と
い
う
五
段
階
の

プ
ロ
セ
ス
で
進
め
ら
れ
ま
す
。
確
認

さ
れ
た
リ
ス
ク
に
対
し
て
ど
の
く
ら

い
事
故
が
起
こ
り
そ
う
か
（
発
生
頻

度
）、
起
こ
っ
た
場
合
の
予
想
損
失
額

（
損
失
規
模
）
を
測
定
し
て
処
理
技
術

を
選
択
し
ま
す
。
一
般
的
に
は
二
通

り
の
方
法
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

①
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
、
損

失
の
発
生
頻
度
（
確
率
）
や
深
刻
度

（
規
模
）
を
軽
減
さ
せ
る
、
あ
る
い
は

リ
ス
ク
そ
の
も
の
を
変
え
る
こ
と
を

い
い
、
次
の
五
つ
の
手
法
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

・
回
避
…
初
め
か
ら
リ
ス
ク
を
生
じ

さ
せ
な
い
、
ま
た
は
生
じ
て
い
る

リ
ス
ク
を
ゼ
ロ
に
す
る
。
た
と
え

ば
、
年
に
一
回
社
員
旅
行
を
行
っ

て
い
る
と
し
た
場
合
、
社
員
旅
行

自
体
を
や
め
る
こ
と
で
、
事
故
や

災
害
、
宴
会
で
の
食
中
毒
な
ど
の

リ
ス
ク
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
社
員
旅
行
を
二
回
に

分
け
て
、
も
し
も
の
場
合
の
リ
ス

ク
を
半
減
さ
せ
る
企
業
も
あ
り
ま

す
。

・
損
失
制
御
…
損
失
の
発
生
頻
度
や

損
失
の
規
模
を
小
さ
く
す
る
こ
と

で
す
。
た
と
え
ば
、
現
場
責
任
者

の
教
育
や
避
難
訓
練
な
ど
で
リ
ス

ク
を
軽
減
で
き
ま
す
。

・
結
合
…
損
失
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

危
険
単
位
の
数
を
増
加
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
の
リ
ス
ク
予
知
能
力
を
高
め

る
。
た
と
え
ば
、
車
の
故
障
に
備

え
て
保
有
台
数
を
増
や
し
た
り
し

ま
す
。

・
分
離
…
損
失
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

人
・
物
・
活
動
な
ど
の
危
険
単
位

を
よ
り
細
分
化
す
る
こ
と
。
た
と

え
ば
、
工
場
な
ど
を
複
数
建
設
し

て
地
震
な
ど
の
災
害
時
の
完
全
ス

ト
ッ
プ
を
避
け
て
リ
ス
ク
を
分
散

さ
せ
ま
す
。

・
移
転
…
損
失
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

物
や
活
動
を
他
の
個
人
や
法
人
に

移
転
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
は
法
律

や
契
約
か
ら
発
生
す
る
責
任
を
免

除
又
は
制
限
さ
せ
る
条
項
に
よ
っ

て
リ
ス
ク
を
移
転
さ
せ
る
こ
と
。

リ
ー
ス
や
レ
ン
タ
ル
な
ど
自
分
で

保
有
し
な
い
こ
と
に
よ
り
、
リ
ス

ク
を
負
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

も
手
法
の
一
つ
で
す
。

中
小
企
業
の

た
め
の

リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

①リスクの確認
↓
②測定
↓
③処理技術の選択
↓
④実施
↓
⑤統制
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②
リ
ス
ク
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ン
グ

　
リ
ス
ク
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ン
グ
と
は
、

リ
ス
ク
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
経

済
的
な
損
失
を
軽
減
す
る
も
の
を
い

い
、
リ
ス
ク
の
発
生
そ
の
も
の
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。

・
保
有
…
リ
ス
ク
の
財
務
的
影
響
を

自
ら
負
担
す
る
。
家
庭
に
お
い
て

も
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
預

貯
金
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

会
社
経
営
で
は
「
引
当
金
」
で
処

理
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
費
用

は
自
己
負
担
で
す
が
、
損
失
が
保

有
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
破
産
や

倒
産
は
免
れ
ま
す
。

・
移
転
…
リ
ス
ク
の
財
務
的
影
響
を

他
者
に
負
担
さ
せ
る
。
保
険
に
入

っ
て
損
失
に
備
え
る
の
が
一
般
的

で
す
。

　
企
業
を
と
り
ま
く
リ
ス
ク
は
、
前

記
以
外
に
も
多
岐
に
わ
た
り
、
た
と

え
ば
、
社
長
等
の
死
亡
な
ど
に
よ
り

会
社
が
倒
産
し
て
し
ま
う
と
い
う
経

営
者
個
人
の
一
身
上
の
リ
ス
ク
も
あ

り
ま
す
。
火
災
や
盗
難
な
ど
に
よ
る

財
産
上
の
リ
ス
ク
や
賠
償
責
任
の
リ

ス
ク
も
あ
り
ま
す
。

　
前
記
の
方
法
を
選
択
、
あ
る
い
は

組
み
合
わ
せ
、
事
業
の
活
性
化
・
安

定
化
へ
手
を
打
た
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
う
し
た
一
連
の
作
業
は
、

期
間
を
定
め
て
実
施
す
る
こ
と
が
大

切
で
、
期
ご
と
や
半
期
ご
と
に
見
直

す
習
慣
が
必
要
で
す
。

★
保
険
設
計
の
見
直
し
が
重
要

　
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
か

ら
会
社
を
守
る
た
め
、
最
も
確
実
な

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手
法
の
一
つ
は
一
定

の
保
険
へ
の
加
入
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
適
切
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
た
め
に
は
、
会
社
に
と
っ
て

新
た
に
必
要
と
す
る
保
険
は
あ
る
か
、

ま
た
は
不
必
要
な
保
険
は
無
い
か
、

保
険
料
に
ム
ダ
は
な
い
か
を
必
ず
チ

ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
保
険
設
計
の
見
直
し
が
重
要

と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
契
約
に
は
、
当
然
な

が
ら
お
金
が
か
る
こ
と
で
あ
り
、
移

転
可
能
な
リ
ス
ク
を
す
べ
て
保
険
で

ま
か
な
う
こ
と
は
非
合
理
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
二
重
三
重
に

リ
ス
ク
対
策
を
組
み
合
わ
せ
て
保
険

設
計
を
行
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
地
震
を
想
定
し
た
場

合
、
①
耐
震
設
備
の
充
実
（
リ
ス
ク

軽
減
）
と
②
地
震
保
険
の
契
約
（
リ

ス
ク
移
転
）
を
組
み
合
わ
せ
る
場
合

や
、
③
保
険
契
約
時
に
免
責
金
額
を

設
定
（
リ
ス
ク
移
転
＆
リ
ス
ク
保
有
）

す
る
場
合
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

前
記
の
保
険
設
計
で
、
リ
ス
ク
分
析

と
評
価
を
行
い
、
優
先
す
べ
き
リ
ス

ク
を
明
ら
か
に
し
て
、
コ
ス
ト
の
最

適
配
分
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
で
し

ょ
う
。

　
さ
ら
に
、
保
険
金
の
支
払
の
タ
イ

ミ
ン
グ
も
十
分
に
把
握
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
保
険
金
は
原
則
と

し
て
損
害
額
が
発
生
し
て
か
ら
支
払

わ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
保
険
金

が
支
払
わ
れ
る
前
に
資
金
繰
り
が
悪

く
な
り
倒
産
す
る
と
い
う
事
態
も
想

定
さ
れ
る
の
で
、
こ
う
い
っ
た
リ
ス

ク
も
保
険
の
保
有
対
策
と
平
行
し
て

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
中
小
企
業
で
は
、
節
税
目
的
の
た

め
に
同
族
オ
ー
ナ
ー
を
被
保
険
者
と

す
る
保
険
設
計
が
行
わ
れ
る
こ
と
が

よ
く
み
ら
れ
ま
す
。
節
税
対
策
を
行

う
会
社
と
い
う
こ
と
は
、
儲
か
っ
て

い
る
会
社
で
す
。
オ
ー
ナ
ー
に
も
し

も
の
こ
と
が
あ
る
と
、
会
社
は
一
大

事
で
す
が
、
ま
ず
は
そ
れ
以
外
に
考

え
ら
れ
る
べ
き
リ
ス
ク
を
全
て
洗
い

出
し
、
掛
け
捨
て
で
も
い
い
の
で
そ

の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
べ
き
保
険
に
入

る
の
が
本
筋
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
自

社
の
リ
ス
ク
を
し
っ
か
り
把
握
し
、

そ
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
べ
き
対
応
を

検
討
し
、
そ
の
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
す

る
保
険
に
加
入
し
、
そ
れ
で
も
余
裕

が
あ
る
場
合
に
節
税
を
主
と
し
た
保

険
に
入
る
と
い
う
順
序
で
検
討
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
昨
今
で
は
中
小
企
業
の
海

外
展
開
が
加
速
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

海
外
現
地
で
の
経
営
環
境
の
変
化
等

に
対
応
す
る
た
め
、
進
出
先
で
の
事

業
再
編
（
事
業
の
縮
小
・
撤
退
、
第

三
国
へ
の
移
転
等
）
に
取
り
組
む
ケ

ー
ス
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
中
小
企

業
庁
で
は
、
海
外
で
の
事
業
再
編
に

取
り
組
ん
だ
中
小
企
業
の
事
例
を
収

集
し
、
併
せ
て
、
海
外
事
業
の
再
編

を
行
う
に
際
し
て
留
意
す
べ
き
事
項
、

中
小
企
業
の
海
外
事
業
再
編
動
向
に

つ
い
て
取
り
ま
と
め
、
二
〇
一
五
年

六
月
に
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
海
外
進
出
に
当
た
っ
て
は
進
出
国

の
リ
ス
ク
事
象
を
調
査
し
、
対
処
方

法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

中
小
企
業
の
情
報
不
足
、
ノ
ウ
ハ
ウ

不
足
を
補
う
た
め
に
、
独
立
行
政
法

人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
は
海
外

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
二
〇
一
六
年
三
月
に
公
表
し
て
い

ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
を
海
外
進
出
の

際
に
参
考
に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。



11月号─4

　
老
後
の
備
え
等
に
対
す
る
自
助
努

力
（
資
産
形
成
）
へ
の
主
な
支
援
措

置
の
現
状
は
、
ほ
ぼ
次
ペ
ー
ジ
の
図

表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
優
先
す
べ
き
も
の
か
ら
各
個
人
が

自
己
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
る
こ
と
が
大

切
な
の
で
、
以
下
、
ポ
イ
ン
ト
を
整

理
し
て
み
ま
す
。

 

Ⅰ

　公
的
年
金

　
年
金
制
度
は
将
来
的
に
不
安
の
声

も
あ
り
ま
す
が
、
次
の
点
か
ら
第
一

に
優
先
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

①
　
日
本
年
金
機
構
と
い
う
公
的
機

関
が
取
り
仕
切
っ
て
お
り
、
国
が

破
た
ん
し
な
い
限
り
、
制
度
は
続

き
ま
す
。

②
　
民
間
の
個
人
年
金
保
険
は
、
た

と
え
ば
十
年
と
い
う
よ
う
に
期
間

限
定
で
受
け
取
る
の
が
原
則
な
の

に
対
し
、
公
的
年
金
は
終
身
年
金

の
た
め
、
長
生
き
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
長
く
受
給
し
続
け
ら
れ
ま
す

（
支
払
総
額
に
対
す
る
返
戻
率
が

か
な
り
高
く
な
る
）。

③
　
公
的
年
金
は
、
半
分
を
国
が
負

担
し
て
い
る
上
、
支
払
っ
た
金
額

を
全
額
所
得
控
除
で
き
る
の
で
、

個
人
年
金
保
険
に
比
べ
て
か
な
り

得
に
な
っ
て
い
ま
す
。

④
　
公
的
年
金
加
入
時
に
事
故
に
遭

い
、
一
定
の
障
害
認
定
を
受
け
た

場
合
に
は
、
障
害
年
金
が
給
付
さ

れ
、
障
害
状
態
と
認
め
ら
れ
て
い

る
間
は
、
生
涯
受
給
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

⑤
　
公
的
年
金
に
加
入
し
て
い
る
間

に
自
分
が
亡
く
な
っ
た
場
合
で
一

定
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、
遺
族

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）

の
給
付
額
は
、
四
十
年
支
払
っ
て
満

額
で
年
額
七
八
万
円
程
度
の
た
め
、

老
後
資
金
に
は
不
足
す
る
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
別
の
制
度
を
付
加
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

 

Ⅱ

　企
業
年
金
等

　
会
社
主
導
で
確
定
給
付
企
業
年
金
、

確
定
拠
出
年
金
（
Ｄ
Ｃ
）
に
入
っ
て

い
る
か
、
個
人
で
国
民
年
金
基
金
に

入
っ
て
い
る
と
、
老
後
の
年
金
が
厚

く
な
っ
て
き
ま
す
。
な
お
、
平
成
二

十
八
年
の
確
定
拠
出
年
金
法
改
正
に

よ
り
、
企
業
年
金
加
入
者
、
公
務
員

等
共
済
加
入
者
、
第
三
号
被
保
険
者

に
つ
い
て
は
、
個
人
型
Ｄ
Ｃ
へ
加
入

で
き
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
（
平
成

二
十
九
年
一
月
一
日
施
行
）。
そ
し

て
、
全
額
所
得
控
除
で
き
ま
す
。

 

Ⅲ

　退
職
金
共
済

⑴
　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

　
掛
金
は
全
額
会
社
負
担
で
す
が
、

優
れ
た
人
材
の
確
保
や
、
将
来
へ
の

安
心
感
・
よ
り
良
い
雇
用
の
仕
組
み

で
従
業
員
の
意
欲
を
引
き
出
し
、
定

着
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
効
果
的

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑵
　
小
規
模
企
業
共
済
制
度

　
個
人
事
業
主
や
常
時
使
用
す
る
従

業
員
の
数
が
二
〇
人
以
下
の
会
社
の

役
員
等
が
、
自
分
の
た
め
に
節
税
し

な
が
ら
退
職
金
の
積
み
立
て
が
で
き

ま
す
。

　
メ
リ
ッ
ト
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

①
　
掛
金
は
、
全
額
所
得
控
除
で
大

き
な
節
税
が
で
き
る
。

②
　
共
済
金
の
受
け
取
り
は
、
一
括
・

分
割
・
併
用
の
三
タ
イ
プ
か
ら
選

べ
、
年
金
の
補
完
と
し
て
も
使
え

ま
す
。

③
　
一
括
受
取
り
は
、
退
職
所
得
扱

い
に
な
り
、
税
制
上
優
遇
さ
れ
て

い
ま
す
。

④
　
災
害
時
や
緊
急
時
に
は
、
低
利

な
事
業
資
金
の
借
入
れ
も
可
能
で

す
。

　
⑴
、
⑵
と
も
全
額
損
金
算
入
や
所

得
控
除
が
で
き
、
税
制
上
優
遇
さ
れ

て
い
ま
す
。

 

Ⅳ

　投
資
・
貯
蓄
促
進

　
Ⅰ
〜
Ⅲ
を
優
先
し
て
、
さ
ら
に
老

後
資
金
の
上
積
み
を
図
る
に
は
、
自

己
負
担
で
す
が
、
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

⑴
　
財
形
住
宅
・
年
金
貯
蓄

　「
財
形
住
宅
貯
蓄
」
と
「
財
形
年
金

貯
蓄
」
を
合
わ
せ
て
貯
蓄
残
高
五
五

〇
万
円
ま
で
は
、
利
子
等
に
税
金
が

年
金
？　共済

？
　
　NI
S
A
？

老
後
の
備
え
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か
か
ら
ず
に
貯
蓄
が
で
き
ま
す
。

⑵
　
障
害
者
等
マ
ル
優（
非
課
税
貯
蓄
）

　
預
貯
金
や
国
債
・
地
方
債
な
ど
の

利
子
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
支
払
い

の
際
に
、
二
〇・
三
一
五
％
（
所
得
税

及
び
復
興
特
別
所
得
税
一
五・
三
一
五

％
、
地
方
税
五
％
）
の
税
率
を
乗
じ

て
算
出
し
た
所
得
税
等
が
源
泉
徴
収

さ
れ
ま
す
が
、
次
の
障
害
者
等
は
非

課
税
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
内
に
住
所
の
あ
る
個
人
で
、
①

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
者
や
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る

者
、
②
遺
族
年
金
や
寡
婦
年
金
を
受

け
て
い
る
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た

す
者

⑶
　
個
人
年
金

　
個
人
年
金
は
、
私
的
年
金
の
一
つ

で
、
公
的
年
金
の
不
足
を
補
う
た
め

に
個
人
が
任
意
で
加
入
し
ま
す
。

　
貯
蓄
型
と
保
険
型
に
大
別
さ
れ
、

貯
蓄
型
は
預
け
入
れ
た
元
本
と
利
息

を
原
資
と
し
て
、
十
年
、
十
五
年
な

ど
の
一
定
期
間
、
年
金
と
し
て
支
払

い
を
受
け
る
も
の
で
、
元
本
を
据
え

置
く
タ
イ
プ
と
取
り
崩
す
タ
イ
プ
が

あ
り
、主
と
し
て
銀
行
、信
託
銀
行
、

証
券
会
社
な
ど
で
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。

　
保
険
型
は
、
主
と
し
て
生
命
保
険

会
社
、
損
害
保
険
会
社
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
、
Ｊ
Ａ
、
全
労
済
な
ど
が
取
り

扱
い
、
定
額
年
金
保
険
と
変
額
年
金

保
険
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

　
年
金
の
受
取
方
法
に
よ
っ
て
、
終

身
年
金
・
保
証
期
間
付
終
身
年
金
・

夫
婦
年
金
・
確
定
年
金
・
有
期
年
金
・

保
証
期
間
付
有
期
年
金
な
ど
に
分
類

さ
れ
ま
す
。

⑷
　
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
・
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

　
従
来
は
、
金
融
商
品
取
引
業
者
等

に
設
け
た
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
少
額
投
資
非

課
税
制
度
）
口
座
で
、
年
間
の
投
資

上
限
額
（
一
二
〇
万
円
）
ま
で
、
最

長
で
五
年
間
、
投
資
総
額
六
〇
〇
万

円
の
上
場
有
価
証
券
や
投
資
信
託
等

の
譲
渡
益
や
配
当
等
が
非
課
税
と
な

る
制
度
で
す
。

　
平
成
三
十
年
か
ら
積
立
型
の
投
資

に
は
利
用
し
に
く
か
っ
た
点
を
改
正

し
た
「
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」
が
創

設
さ
れ
ま
す
。

　
年
間
投
資
上
限
額
は
四
〇
万
円
で

す
が
、
非
課
税
期
間
は
最
長
二
〇
年

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
大
投
資
額
は

八
〇
〇
万
円
と
な
り
、
長
期
・
分
散

型
投
資
の
メ
リ
ッ
ト
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

　
な
お
、
従
来
型
の
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
と
の

選
択
適
用
と
な
り
ま
す
。

老後の備え等に対する自助努力（資産形成）への主な支援措置の現状（イメージ）

正規雇用労働者
（大企業役員・
従業員）

正規雇用労働者
（中小企業役員・

従業員）
非正規雇用
労働者

NISA（上場株式等）

個人年金（保険）

障害者等マル優等（預貯金、公債等）

Ⅳ
投資・
貯蓄促進

Ⅲ
退職金共済

Ⅱ
企業年金等 確定給付企業年金（DB）

企業型／個人型確定拠出年金
（企業型DC／個人型DC）

厚生年金

基礎年金

個人型DC／国民年金基金 個人型DC

Ⅰ
公的年金

財形住宅・年金貯蓄（預貯金、保険等）
※従業員のみ

企業が
任意で実施

DB及び企業型DCは、企業が任意で実施。厚生年金
被保険者のうち企業年金加入者の割合は、4割弱。

小規模
企業共済
※役員のみ

中小企業
退職金共済
※従業員のみ

小規模企業共済

自営業主
（雇用的自営等）

自営業主
（伝統的自営業、

士業等）

専業主婦
（正規雇用労働者
の無就業配偶者）
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職
業
安
定
法
は
、労
働
者
の
募
集
・

職
業
紹
介
等
の
基
本
的
な
枠
組
み
に

つ
い
て
定
め
ら
れ
た
法
律
で
す
。

　
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
に

改
正
法
が
公
布
さ
れ
、
順
次
施
行
さ

れ
ま
す
。

　
今
回
は
、
主
に
平
成
三
十
年
一
月

以
降
に
施
行
さ
れ
る
も
の
を
取
り
上

げ
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

一

　改
正
概
要

　
改
正
法
に
よ
り
、「
職
業
紹
介
の
機

能
強
化
及
び
求
人
情
報
等
の
適
正
化
」

の
た
め
次
の
こ
と
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

①
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
職
業
紹
介
事

業
者
等
の
全
て
の
求
人
を
対
象
に
、

一
定
の
労
働
関
係
法
令
違
反
を
繰

り
返
す
求
人
者
等
の
求
人
を
受
理

し
な
い
こ
と
を
可
能
と
す
る
。

②
　
職
業
紹
介
事
業
者
に
紹
介
実
績

等
の
情
報
提
供
を
義
務
付
け
る
。

③
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
も
職
業
紹
介

事
業
者
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す

る
。

④
　
求
人
者
に
つ
い
て
、
虚
偽
の
求

人
申
込
み
を
罰
則
の
対
象
と
す
る
。

ま
た
、
勧
告
（
従
わ
な
い
場
合
は

公
表
）
な
ど
指
導
監
督
の
規
定
を

整
備
す
る
。

⑤
　
募
集
情
報
等
提
供
事
業
（
求
人

情
報
サ
イ
ト
、
求
人
情
報
誌
等
）

に
つ
い
て
、
募
集
情
報
の
適
正
化

等
の
た
め
に
講
ず
べ
き
措
置
を
指

針
で
定
め
る
と
と
も
に
、
指
導
監

督
の
規
定
を
整
備
す
る
。

⑥
　
求
人
者
・
募
集
者
に
つ
い
て
、

採
用
時
の
条
件
が
あ
ら
か
じ
め
示

し
た
条
件
と
異
な
る
場
合
等
に
、

そ
の
内
容
を
求
職
者
に
明
示
す
る

こ
と
を
義
務
付
け
る
。

【
施
行
日
】

①
…
公
布
（
平
成
二
十
九
年
三
月
三

十
一
日
）
か
ら
三
年
以
内

②
、
④
〜
⑥
…
平
成
三
十
年
一
月
一

日
③
…
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

二

　平
成
三
十
年
一
月
施
行

㈠

　職
業
紹
介
事
業
者
の
情
報
提
供

　
職
業
紹
介
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
が
多

様
化
す
る
中
、
求
職
者
と
求
人
者
に

よ
る
適
切
な
職
業
紹
介
事
業
者
の
選

択
が
行
え
る
よ
う
、
各
職
業
紹
介
事

業
者
に
対
し
て
紹
介
実
績
等
に
関
す

る
情
報
の
提
供
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
等
）
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
す
。

　
具
体
的
な
提
供
事
項
は
次
の
と
お

り
で
す
（
一
部
抜
粋
）。

①
　
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
の
紹
介

に
よ
る
就
職
者
の
数
お
よ
び
就
職

者
の
う
ち
期
間
の
定
め
の
な
い
労

働
契
約
を
締
結
し
た
者
（
無
期
雇

用
就
職
者
）
の
数

②
　
無
期
雇
用
就
職
者
の
う
ち
、
早

期
離
職
者
の
数
（
解
雇
に
よ
り
離

職
し
た
者
お
よ
び
就
職
し
た
日
か

ら
六
か
月
を
経
過
し
た
後
に
離
職

し
た
者
を
除
き
ま
す
）

③
　
手
数
料
に
関
す
る
事
項

④
　
返
戻
金
制
度
に
関
す
る
事
項

　
返
戻
金
制
度
と
は
、
紹
介
に
よ
り

就
職
し
た
者
が
早
期
離
職
等
を
し
た

場
合
に
、
紹
介
先
の
雇
用
主
か
ら
徴

収
す
べ
き
手
数
料
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
返
戻
す
る
制
度
等
を
い
い
ま
す
。

㈡

　労
働
条
件
の
明
示
等

　
労
働
条
件
明
示
等
の
際
に
、
職
業

紹
介
事
業
者
お
よ
び
求
人
者
が
す
べ

き
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
そ
の
一
部
に
つ
い
て
触
れ
ま

す
。

①
　
労
働
条
件
の
明
示

　
職
業
紹
介
事
業
者
お
よ
び
求
人
者

は
、
求
職
者
に
対
し
、
従
事
す
べ
き

業
務
の
内
容
及
び
賃
金
、
労
働
時
間

な
ど
一
定
の
労
働
条
件
を
、
可
能
な

限
り
速
や
か
に
明
示
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
、
求
職
者

等
と
最
初
に
接
触
す
る
時
点
ま
で
に

従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等
を
明
示

す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
明
示
す
る
従
事
す
べ
き
業

務
の
内
容
等
は
、
虚
偽
又
は
誇
大
な

内
容
と
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

②
　
書
面
明
示
事
項
の
追
加

　
職
業
安
定
法
で
は
、
労
働
条
件
の

う
ち
一
定
事
項
（
例
え
ば
、
業
務
の

内
容
、
契
約
期
間
、
就
業
場
所
、
労

働
時
間
、
賃
金
、
社
会
保
険
や
労
働

保
険
の
適
用
）
に
つ
い
て
、
書
面
交

付
等
に
よ
り
求
職
者
に
対
し
明
示
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
書
面
交
付
等
に
よ
る
明
示
事
項
と

し
て
次
の
も
の
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

・
試
用
期
間
に
関
す
る
事
項

・
労
働
者
を
雇
用
し
よ
う
と
す
る
者

の
氏
名
ま
た
は
名
称
に
関
す
る
事

項
・
労
働
者
を
派
遣
労
働
者
と
し
て
雇

職
業
安
定
法

　
　の改
正

（
平
成
三
十
年
一
月
以
降
）
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用
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
そ
の

旨
③
　
労
働
時
間
、
賃
金
に
関
す
る
明

示
　
職
業
安
定
法
に
基
づ
く
指
針
に
お

い
て
、
次
の
も
の
が
明
示
事
項
に
追

加
さ
れ
ま
し
た
。

・
裁
量
労
働
制
に
よ
り
一
定
労
働
時

間
労
働
し
た
も
の
と
み
な
す
場
合

は
、
そ
の
旨
。

・
固
定
残
業
代
（
一
定
時
間
分
の
割

増
賃
金
を
定
額
で
支
払
う
こ
と
と

す
る
も
の
）
を
採
用
す
る
場
合

は
、
固
定
残
業
代
の
算
定
基
礎
と

し
て
設
定
す
る
労
働
時
間
数
、
固

定
残
業
代
を
除
外
し
た
基
本
給
の

額
、
固
定
残
業
時
間
を
超
え
る
時

間
外
労
働
に
対
し
追
加
支
払
い
を

す
る
こ
と
も
明
示
。

・
有
期
労
働
契
約
が
試
用
期
間
の
性

質
を
有
す
る
場
合
、
従
事
す
べ
き

業
務
内
容
の
明
示
は
、
当
該
試
用

期
間
終
了
後
に
従
事
す
べ
き
業
務

で
は
な
く
、
当
該
試
用
期
間
中
に

従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
を
明

示
。

④
　
変
更
、
削
除
、
追
加
の
明
示

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
、
労
働
契
約
の
締
結
前
に
新
た
な

労
働
条
件
の
明
示
を
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

・
当
初
の
明
示
と
「
異
な
る
内
容
」
の

労
働
条
件
を
提
示
す
る
。

例
　
基
本
給
三
〇
万
円
　
↓
　
基

本
給
二
八
万
円

・
当
初
の
明
示
の
「
範
囲
内
で
特
定
」

さ
れ
た
労
働
条
件
を
提
示
す
る
。

例
　
基
本
給
二
五
万
円
か
ら
三
〇

万
円
　
↓
　
基
本
給
二
八
万
円

・
当
初
に
明
示
し
た
労
働
条
件
を

「
削
除
」
す
る
。

例
　
基
本
給
二
五
万
円
、
営
業
手

当
三
万
円
　
↓
　
基
本
給
二
五

万
円
の
み
と
す
る
。

・
当
初
に
明
示
し
て
い
な
か
っ
た
労

働
条
件
を
「
新
た
に
追
加
」
す
る
。

例
　
基
本
給
二
五
万
円
　
↓
　
基

本
給
二
五
万
円
、
営
業
手
当
三

万
円
。

㈢

　求
人
者
に
対
す
る
指
導
、
罰
則

等
①
　
指
導
・
助
言
・
改
善
命
令
等

　
職
業
安
定
法
の
施
行
に
あ
た
り
必

要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、

厚
生
労
働
大
臣
が
求
人
者
に
対
し
て

指
導
・
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
労
働
条
件
明
示
に
つ
い
て

の
一
定
の
ル
ー
ル
に
反
し
て
い
る
求

人
者
に
対
し
、
厚
生
労
働
大
臣
に
よ

る
是
正
措
置
ま
た
は
勧
告
を
す
る
こ

と
が
で
き
、従
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、

そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

②
　
罰
則

　
虚
偽
の
条
件
を
提
示
し
て
、
公
共

職
業
安
定
所
ま
た
は
職
業
紹
介
を
行

う
者
に
求
人
の
申
込
み
を
行
っ
た
者

に
つ
い
て
は
、
六
か
月
以
下
の
懲
役

ま
た
は
三
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

㈣

　そ
の
他

　
職
業
紹
介
事
業
者
の
責
務
等
に
次

の
も
の
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

①
　
苦
情
の
適
切
な
処
理

　
職
業
紹
介
事
業
者
は
、
職
業
安
定

機
関
、
特
定
地
方
公
共
団
体
及
び
他

の
職
業
紹
介
事
業
者
と
連
携
を
図
り

つ
つ
、
当
該
事
業
に
係
る
求
職
者
又

は
求
人
者
か
ら
の
苦
情
（
あ
っ
せ
ん

を
行
っ
た
後
の
苦
情
を
含
む
）
が
あ

っ
た
場
合
に
迅
速
、
適
切
に
処
理
す

る
た
め
の
体
制
の
整
備
及
び
改
善
向

上
に
努
め
る
こ
と
。

②
　
早
期
離
職
等
に
関
す
る
事
項

　
職
業
紹
介
事
業
者
は
、
そ
の
紹
介

に
よ
り
就
職
し
た
者
（
期
間
の
定
め

の
な
い
労
働
契
約
を
締
結
し
た
者
に

限
る
）
に
対
し
、
当
該
就
職
し
た
日

か
ら
二
年
間
、
転
職
の
勧
奨
を
行
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

③
　
職
業
紹
介
責
任
者
の
選
任

　
職
業
紹
介
事
業
者
が
選
任
す
る

「
職
業
紹
介
責
任
者
」
の
選
任
基
準
と

し
て
、
過
去
五
年
以
内
に
職
業
紹
介

責
任
者
講
習
を
修
了
し
て
い
る
こ
と

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

④
　
許
可
の
有
効
期
間
更
新
の
申
請

期
限

　
有
料
職
業
紹
介
事
業
の
許
可
の
有

効
期
間
更
新
は
、
許
可
の
有
効
期
間

が
満
了
す
る
日
の
三
か
月
前
（
従
来

は
三
〇
日
前
）
ま
で
に
、
所
定
の
申

請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
改
正

は
平
成
二
十
九
年
十
月
よ
り
施
行
さ

れ
て
い
ま
す
。

三

　求
人
の
不
受
理
に
関
す
る
改
正

　
就
職
後
の
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止

を
図
る
た
め
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
職

業
紹
介
事
業
者
等
で
、
一
定
の
労
働

関
係
法
令
に
違
反
す
る
求
人
者
や
暴

力
団
員
等
に
よ
る
求
人
を
受
理
し
な

い
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
公
布
（
平
成

二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
）
か
ら
三

年
以
内
に
施
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
今
後
の
動
向
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。



　11月になり、今年もそろそろインフル
エンザの流行する季節が近づいて来まし
た。インフルエンザにかからないようにす
るためにはどうすればいいのでしょうか。
①　流行前のワクチン接種
　感染後に発症する可能性を低減させる効
果があり、また、発症した場合の重症化防
止に有効とされます。ワクチン接種の効果
が出るまでに約２週間程かかり、日本での
流行のピークが例年１月～２月であるた
め、12月中旬までにワクチン接種を終え
ることが望ましいとされます。
②　飛沫感染対策としての咳エチケット
・咳やくしゃみが出る時は、なるべくマス
クをしましょう。
・とっさの場合も腕の内側やハンカチ等で
口と鼻を覆い、顔を他の人に向けないよ
うにしましょう。
・手のひらで咳やくしゃみを受けた場合は

すぐに手を洗いましょう。
③　外出後の手洗い等
　流水・石鹸による物理的なウイルスの除
去、またアルコール製剤による消毒も効果
があります。
④　適度な湿度の保持
　乾燥により、気道粘膜の防御機能が低下
します。加湿器等を使って適切な湿度（50
～ 60％）を保ちましょう。
⑤　十分な休養・バランスのとれた栄養摂
取
　体の抵抗力を高めるために、日頃から心
掛けましょう。
⑥　人ごみや繁華街への外出を控える
　特にご高齢の方や疲労気味の方等は、な
るべく控えましょう。やむを得ない場合も、
極力短時間で済ませましょう。
（厚生労働省HPより抜粋）

　予防による効果は絶対ではありませんが、
自分にできることはきちんとして、周りの
人共々元気に冬を乗り切りましょう。

～インフルエンザ～

　11月３日は文化の日。1946年11月３
日に日本国憲法が公布されたことを記念
し、「自由と平和を愛し、文化をすすめる日」
として制定された国民の祝日です。
　各地で様々なイベントが催され、文化勲
章の授章式もこの日に行われます。お子さ
んの学校の文化祭がこの頃行われるという
方も多いでしょう。
　博物館や美術館、またはお城などの各種
施設でも、この日を中心に入場料を無料に
するところも数多くあります。
　また、「街角コンサート」のような音楽
イベントも最近ではよく見かけるようにな
りました。街の様々なところで小さなコン
サートが開かれ、気軽に音楽を楽しむこと
ができます。
　皆さんのお住まいの辺りでは、今年はど
んなイベントが開催されるでしょうか？少
しお調べになってみると、何か素敵な催し
に出合えるかもしれませんね。

～文化の日～
　旬
を
迎
え
、
果
物
売
場
の
り
ん
ご

コ
ー
ナ
ー
に「
紅
玉
」が
加
わ
り
ま

し
た
。
少
し
小
さ
く
、
美
し
い
紅
色

の
り
ん
ご
で
す
。
酸
味
が
強
く
、
お

菓
子
作
り
に
最
適
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
に
、
お
い
し
い
ジ
ャ
ム
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　よ
く
洗
っ
た
紅
玉
の
皮
を
む
き
、

く
し
型
か
ら
五
ミ
リ
程
の
厚
さ
に
切

り
ま
す
。
ホ
ー
ロ
ー
か
ス
テ
ン
レ
ス

の
鍋
に
入
れ
て
、
紅
玉
の
三
割
程
の

量
の
砂
糖
を
ま
ぶ
し
、
む
い
た
皮
も

入
れ
た
ら
水
分
が
出
る
ま
で
置
き
ま

す
。
そ
の
後
、
あ
く
を
除
き
な
が
ら

中
火
↓
弱
火
で
煮
ま
す
。
煮
て
い
る

間
に
皮
の
色
が
全
体
に
移
り
、
と
て

も
き
れ
い
な
ピ
ン
ク
色
に
な
り
ま
す
。

皮
を
除
き
、
お
好
き
な
具
合
に
煮
詰

ま
っ
た
ら
、
熱
い
内
に
煮
沸
消
毒
し

た
保
存
瓶
に
移
し
ま
す
。
砂
糖
の
量

は
お
好
み
で
す
。
ぜ
ひ
お
試
し
下
さ

い
。

り
ん
ご
ジ
ャ
ム
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